
団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 116.6 ％） （達成度 120.0 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 103.3 ％） （達成度 ％） Ａ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 31.7 ％） （達成度 86.4 ％） Ｂ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 150.8 ％） （達成度 77.4 ％） Ｂ Ａ 上げる 下げる

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 100.0 ％） （達成度 115.0 ％） Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 現行どおり 現行どおり

２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

小規模事業者に対し、補
助金申請のノウハウなど
支援を効果的に行う事が
できた。（小規模事業者
持続化補助金の申請件数
92件、採択件数は71件、
採択率77.2％）

実績
数値

481927
目標
数値

1652
実績
数値

目標
数値

40

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
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査
結
果

今後の展開・改善点等

Ａ

集団指導参加者数

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

指導対象企業数

指標

小規模事業者

指標

巡回窓口指導延件数

指標

課題解決提案件数

指標

若手後継者等育成
事業

小規模事業者・中小企業者は
大企業とは異なり、自己変革
に繋がる機会が少ない。この
状況を変えるため小規模事業
者等の自己研鑽、人格教養、
経営能力の向上に資する機会
を設けて、企業の発展と地域
社会の繁栄に貢献する。併せ
て、会員相互の連携と親睦を
図る。

地域振興事業、研修会等
事業開催回数
　　青年部　14回
　　女性会　1回
延べ参加者数　423名
(青年部388名、女性会35名)
青年部会員数　 89名
女性会会員数　 48名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

巡回・窓口相談指
導事業

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をなす
小規模事業者及び中小企業者
の経営基盤の安定強化に努め
る。また、課題解決提案・経
営革新への積極的な支援を実
施する。
特に巡回指導は4人の経営指
導員により、多忙な小規模事
業者にとっては訪問すること
で時間的短縮が図られる上、
出向いて聞くまでもない様な
些細な相談を受けることがで
きる。

巡回指導
    実企業数 　　155件
    延べ件数 　　240件
窓口相談指導
    実企業数 　　586件
    延べ件数 　1,687件
課題解決提案件数 　 48件

記帳継続指導 小規模事業者

講習会等

指導対象企業数　93件
指導延べ日数　570日
指導延べ回数　1,451回

正しい経理と記帳慣行を身に
つけてもらい、経理管理や納
税の適正化を促す。

地域内事業者の大多数を占
め、本市商工業の基盤をなす
小規模事業者及び中小企業者
の経営基盤の安定強化に努め
る。具体的には月１回の定例
税務相談を始め年末調整、確
定申告の勉強会及び集合受
付、経営に関する講習会を開
催する。

集団指導
    3回　延べ38件
個別指導
　　55回　延べ229件

小規模事業者

女性会員数

目標
数値

90
実績
数値

指標

指標

38
目標
数値

265

指標

個別指導参加者数

93
目標
数値

実績
数値

目標
数値

59
実績
数値

89
目標
数値

62

目標
数値

指標

青年部会員数

120
実績
数値

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

229

総
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価

Ａ

実
施
側
の
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評
価

実績
数値

48

事
業
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へ
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結
果

各種事業を企画・運営す
ることにより、会員の資
質向上を図る事が出来
た。又、コロナ禍の中、
地域を元気付ける事業の
実施により、大府市の活
性化が図られただけでな
く、青年部、女性会とい
う団体を市民に向けてPR
できた。

総
合
評
価

若手後継者等育成
事業
「全国会長研修
会」
【青年部】

地域のために取り組む高い志
をもった各地域の会長、次年
度会長などが一堂に会する全
国会長研修会に参加すること
は、地域経済を担うリーダー
としての資質の向上と意識の
高揚につながる。また、各地
の青年部の課題等に係る意見
交換は、青年部組織の活性化
と一層の充実・新たな人脈づ
くりにもつながる。

指標

満足度参加者数

指標

全国の青年部会員との交
流によって、見聞を広め
ることができた。記念講
演により「将来を見抜く
先見性」の重要性を学ぶ
ことができた。

実績
数値

92

開催日
　令和2年11月20日(金)
　　　　　 21日(土)
会場
　iichiko グランシアタ等
※新型コロナウイルス感染症
により、オンラインで参加
参加者：2名
竹田隆憲(令和2年度会長)、
小山祐一郎（令和3年度会長
予定者）

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

目標
数値

2
実績
数値

2
目標
数値

80

小規模事業者の記帳意識
の向上を図り、適正な税
務申告を促進するととも
に、経営改善がなされ
た。

定例の集団及び個別講習
会を開催することによ
り、小規模事業者が税
務、金融、労務について
正しい知識を身につける
ことができた。なお、新
型コロナの影響により理
美容などの講習会が中止
となり、集団指導の参加
者数が目標を下回った。
また、金融相談なども同
様に中止となり、参加者
数が目標を下回った。

小規模事業者は
様々な角度から支
援が必要であるこ
とを考慮し、重点
的に支援を行う。
今後も現行どおり
計画目標を定めて
継続実施する。

実
施
側
の

事
業
評
価

総
合
評
価

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

R3年度も引き続
き、全国会長研修
会へ参加する。

青年部は、経営者
等会員の資質向上
に努める。女性会
は、高齢化が進ん
でいる事から、引
き続き若手会員の
増強を図り、今後
の事業運営の安定
を図る。

巡回・窓口やホー
ムページによるPR
など、新規加入促
進を積極的に行
い、指導対象企業
数の増加に努める
と共に、経営状況
に応じた提案型指
導を心掛ける。

定例の講習会は広
く認知されてい
る。定例以外でも
時代のニーズに
あった有益性の高
い講習会を企画す
る。次年度もコロ
ナ感染拡大に考慮
をしつつ、効率的
な運営に努める。

事
業
者
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の
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査
結
果

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。



団体名： 大府商工会議所

得られた効果 備考

２０２０年度事業実績報告の概要（小規模事業経営支援事業費補助金関係）

事業名 事業概要（背景・目的） 事業実績
主たる
対象者

事　業　評　価

目　標① 目　標② ＡＢＣＤ評価 今後の展開・改善点等

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 102.2 ％） （達成度 121.3 ％） Ａ Ａ 上げる 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 変更する 変更する

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 83.3 ％） （達成度 125.0 ％） Ａ Ａ 廃止 廃止

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ａ Ａ 廃止 廃止

自己評価 満足度 補足 目標① 目標②

（達成度 67.0 ％） （達成度 ％） Ｂ Ａ 現行どおり

目標達成度 必要性 実施方法① 実施方法②

Ｃ Ａ 現行どおり

商店街振興事業
（げんき商店街推
進事業）

小規模商店の現況はいうまで
もなく厳しい状況にあり、中
心市街地の衰退は著しい。こ
のような厳しい状況を少しで
も打破するためには、魅力あ
る商店づくり(個店対策支援)
が必要であり、これにより街
にも活気が生まれ、ひいて
は、地域活性化が図られる。

「おおぶ・逸品運動」
　　参加店　　23店
「おおぶふれあいゼミナー
ル」
　　講座数　　24講座
「大府あきんど塾」
　　参加者　  30名 小規模事業者

指標

参加事業所数

実績
数値

77

指標

目標
数値

115

参加者数

指標

目標
数値

90
実績
数値

92
目標
数値

来場車数

目標
数値

30
実績
数値

25
目標
数値

80

指標

満足度

実施日時
　令和2年10月28日(水)
参加者数　25名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

目標
数値

若手後継者等育成
事業
「女性経営者に求
められる資質向上
講演会（終活セミ
ナー）」
【女性会】

高齢化が進む日本において、
本女性会にも高齢の会員が多
く在籍する。特に、商工業者
においては、事業継承と共に
自身の終活の両方に取り組む
必要があり、負担は大きい。
若手会員にとっても、将来的
な課題でもある。
そこで、女性会として終活セ
ミナーを開催することで自身
の今後について見つめ直し、
残りの人生設計や事業継承に
役立ててもらう。
また、女性会会員に講師を依
頼することで会員の事業紹介
も兼ねて開催する。

指標

満足度

実績
数値

9780

若手後継者等育成
事業
青年部地域振興事
業「DRIVE IN
FESTIVAL 大府冬
の陣」【青年部】

 新型コロナウイルスの感染
拡大により、各種イベントは
中止となり、今後の開催も厳
しい状況である。地域の活力
が減少している昨今におい
て、『今』だからこそ出来る
２つの地域活性化事業を開催
する。
ランチマルシェは、新型コロ
ナウイルスの影響を受けてい
る市内飲食店を盛り上げ、PR
及び売上支援を目指す。
　ドライブインシアターは、
野外において車内から映画を
鑑賞するという新しくも懐か
しい非日常体験を市民に提供
し、家族や仲間との団欒の時
間を楽しんでもらう。

実施日時
　令和2年12月20日（日）
　11:00～21:30
実施場所：スギホールディン
グス大府センター
販売数・来場者数：ランチマ
ルシェin大府での販売数1100
食
ドライブインシアターの来場
者数　92台382名

小規模事業者
等における若
手経営者（後
継者等）及び
女性経営者等

参加者の満足度も非常に
高く、例年にない事業を
行った青年部員にとって
も良い経験になった。

総
合
評
価

Ｂ

実
施
側
の

事
業
評
価

実績
数値

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

各店主が目指す数
値目標を明確に
し、より効果の高
い事業となるよう
な企画を実施して
いく。

コロナ禍
の制約の
中でも中
止を最小
限に実施
すること
ができた

次年度は本事業で
のセミナーは実施
しない。

指標

新型コロナの影響があっ
たものの、新しい生活様
式に合わせて個店の魅力
を消費者に伝える事がで
き、新規顧客の獲得や店
との交流が生まれた。ま
た、店主同士の横のつな
がりが強化され、地域商
業活性化の一助となっ
た。

総
合
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

Ａ

実
施
側
の

事
業
評
価

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

総
合
評
価

実績
数値

100

参加者の満足度も非常に
高く有意義な事業となっ
た。

次年度は2年度に
実施予定だった職
業体験とセミナー
を実施する予定。

事
業
者
へ
の

調
査
結
果

　　※　経営発達支援事業として認定を受けた事業については、備考欄に○を付しています。
　　※　事業評価欄において、１つの事業で目標が２つある場合、目標達成度の評価は２つの平均となります。
　　※　記載内容についての詳細資料は、各団体において整備しています。


